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指導の重点

・理科の授業に対する意欲関心の向上

・基礎知識の習得

・科学的思考能力の育成（レポート実験を行い、実験の考察をさせることによって育成する）

・各種実験技能・表現の体得（パフォーマンステスト、レポート実験、授業プリント）

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 自然事象への関心・意欲・ 科学的な思考 観察・実験の技能・表現 自然事象についての知識・理解 評価方法 モジュールの内

態度 容

水溶液とイオ ○水溶液には電流が流れるか ○食塩水に電流が流 ○実験の結果から，電流 ○いろいろな水溶 ○水溶液にとけていた物 実験レポー

ン ○塩化ナトリウムの結晶，精製 れる理由について自 が流れる水溶液と流れな 液に電圧を加え，電 質を電解質と非電解質 ト

化学変化と電 水，塩化ナトリウム水溶液に電 分なりの考えをまと い水溶液があることを見 流が流れたかどうか に分類できる。

池 圧を加え，電流が流れるかどう めて発表できる。 いだし，表などに分類し を調べ，そのとき起 定期考査

酸，アルカリ かを調べる実験から，電流が流 ○身近な水溶液の て説明できる。 こった変化もあわせ

とイオン れる原因について，話し合う。 中から調べる水 ○それぞれの電極から出 て，正確に記録でき ワーク

４ ○うすい塩酸，果物のしる，砂 溶液を決め，実 てきた物質の特徴から， る。

糖水などの身近な水溶液を選 験の計画を立て 陰極から銅が，陽極から 授業の様子

び，どのような水溶液にも電流 ようとしている。 塩素が発生したことを指

が流れるかどうか調べる実験を 摘できる。 テストレポ

行う。 ート

○電極のまわりの変化も観察し

て，記録する。

○電流が流れる水溶液と流れな

い水溶液とに区別し，変化のよ

うすとあわせて表にまとめる。

○電解質と非電解質の説明を聞

く。

○水溶液に電流が流れるのは

なぜか ○塩化銅水溶液の ○塩酸は，塩素と水素が

○電解質の水溶液に電流が流れ 電気分解の実験 化合した塩化水素の水溶

たときに電極に変化が起こって を行い，陽極と陰極 液であることを説明でき

いたことから，水溶液中では， に発生した物質を調 る。

どのような変化が起こっている べることができる。 ○塩酸に電流が流れると

か調べる。 きのようすをモデルと関

○水溶液に電流が流れるとき， 連づけて考え，説明でき

水溶液中では，どのような変化 る。

が起こっているのか，話し合う。 ○原子の構造について説

○塩化銅水溶液の電気分解 ○実験の結果から，塩化 明できる。・原子は，ふつ

○陰極と陽極の変化を調べ，陰 銅水溶液の中に銅原子 う全体として電気を帯び

極と陽極にできた物質を記録す のもと，塩素原子のも ていない状態であること

る。 とになるものが存在し を，電子と陽子の数から

○結果を発表し合い，塩化銅が ていることを指摘でき 説明できる。

銅と塩素に分解されたことをま る。

とめる。 ○塩化銅水溶液の中にあ

○塩酸の電気分解を化学反応式 る銅原子のもとは＋の

で表す。 電気を帯びていて，塩

○塩化銅水溶液を電気分解する 素原子のもとは－の電

と，陰極に銅が付着し，陽極か 気を帯びていることを

ら塩素が発生する理由を粒子の 指摘できる。

モデルを用いて話し合い，発表

する。

○塩化銅水溶液の中の，電気を

帯びた銅原子のもと，塩素

原子のもとの説明を聞く。

○塩酸に電流が流れるときのモ

デルを考える。

○イオンと原子のなり立ち ○イオンは，原子が電子

○原子は原子核と電子からでき を失ったり受けとったり

ていることの説明を聞く。また， して電気を帯びたもので

原子には＋の電気を帯びた陽子 あることを，原子の構造

と−の電気を帯びた電子があり， から説明できる。
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陽子と電子の数が等しいので， ○陽イオンと陰イオンの

原子は全体として電気を帯びて ちがいを説明でき，イオ

いない状態であることの説明を ンをイオン式を使って表

聞く。 すことができる。・電離に

○原子が電気を帯びるとは，ど ついて説明できる。

のような状態なのか，＋と－の ○塩化ナトリウム，塩化

電気の量から考え，発表する。 銅，塩化水素の電離の

○原子が電気を帯びたイオンに ようすを，イオン式を使

ついて説明を聞く。 って表すことができる。

○ナトリウム原子やマグネシウ

ム原子，塩素原子のイオンので

き方の説明を聞く。

○イオン式についての説明を聞

く。

○代表的なイオンについての説

明を聞く。

○塩化ナトリウムと塩化水素の

電離についての説明を聞き，電

離のようすを，イオン式を使っ

て表す。

○砂糖水などの非電解質に電流

が流れない理由を考え，発表す

る。

○塩化銅水溶液と水酸化ナトリ

ウム水溶液中の電離しているイ

オンのようすをモデルで表す。

○金属板と人のからだが電池の

役割をしているように見える

ことに気づく。

５ ○電解質の水溶液と金属板か ○電解質の水溶液に電流

ら電流をとり出す が流れる理由をイオン

○2種類の金属板を使えば，ど と関連づけて説明でき

の電解質の水溶液からも，電流 る。また，砂糖水を例

をとり出すことができるのだろ に，非電解質の水溶液

うか，考える。 には電流が流れない理

○電解質の水溶液と金属板で電 由を説明できる。

流がとり出せるか調べる ○電解質の水溶液中のイ

○2種類の金属板を使って，電 オンを陽イオンと陰イ ○水溶液や金属板の

解質の水溶液から電流がとり出 オンの割合に気をつけ 種類を変えて電流を

せるかどうかを考え，電解質の てモデルで表すことが とり出すことがで

水溶液と金属板の組み合わせを できる。 き，電圧や電極付近

選択し，実験の計画を立てる。 ○実験の結果から，組み の変化を正確に記録

○実験3を行い，電圧の測定， 合わせる金属と生じる電 できる。

電流を流し続けたときの電極で 圧との関係を見いだすこ

の変化や電子オルゴールや光電 とができる。

池用モーターの回り方について ○どちらが＋極，−極に

調べる。 なるかは，2種類の金属

○実験の結果について話し合 の組み合わせによって決

い，組み合わせる2種類の金属 まることを指摘できる。

と生じる電圧との関係と＋極， ○気体の発生やアルミニ

−極の関係を考え，発表する。 ウムはくがぼろぼろにな

○電池についての説明を聞く。 ○電池のしくみに ったことから，電池の内

○化学エネルギーは化学変化に つ いて，興味・関 部では化学変化が起こっ ○身のまわりにある電池

よって電気エネルギーに変換さ 心をもつ。 ていることを指摘でき は，物質がもっている化

れることについて説明を聞く。 る。 学エネルギーを電気エネ

○電池の中で起こる変化 ○電流をとり出すこ ○電池の中で起こる変化 ルギーに変換しているこ

○電池の中で起こっていること とについて興味をも をイオンのモデルを用い とを説明できる。

を，イオンのモデルを使って考 ち，実験の計画を立 て図で説明できる。

える。 てようとする。

○電極での変化をイオンのモデ ○電池の中では，電極の

ルで考える。 表面で電子の受けわたし

○電極の表面で生じた電子が外 が起きていることをイオ

部の回路に電流として流れるこ ンのモデルで説明できる。

とについて説明を聞く。

○銅板と亜鉛板以外の金属板と

うすい塩酸を使った電池につい
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て，それぞれの電極で起こって

いる変化をイオンのモデルで考

える。

○電池や木炭電池をつくってモ ○モーターを速く

ーターをつないだとき，より速 回したり長い時

く回したり，より長く回した 間回したりする

りするための方法を考る。 ためには，電池

○電極の表面積や電解質の水溶 をどのようにく ○電極の表面積や電解質

液の濃度などが電圧や電流 ふうしたらよい の水溶液の濃度などが，

に影響をあたえていることの説 か，興味をもっ 電圧や電流などにあたえ

明を聞く。 て考 る影響について指摘でき

○身のまわりの電池 えている。 る。

○日常生活で使われているマン

ガン乾電池，鉛蓄電池，燃 ○身のまわりには， ○マンガン乾電池，鉛蓄

料電池についての説明を聞 どのような電池が使 電池，燃料電池の特長や

き，環境への影響や持続的な社 われているか興味を 主な用途を説明できる。

会を形成していく視点から電池 もち，進んで調べて

の利用を考える。 いる。

○リトマス紙を使って，身のま

わりにある水溶液を調べる。

○水溶液の酸性，アルカリ性 ○身近な水溶液に ○小学校6年生で学習した

○酸性の水溶液の性質とアルカ 興 味をもち，水 酸性とアルカリ性の水溶

リ性の水溶液の性質を調べるに 溶液の性質を調 液の性質を説明できる。

は，リトマス紙以外にどのよう べている。

な方法があるか話し合い，発表

する。

○酸性の水溶液としてうすい塩

酸，アルカリ性の水溶液として

うすい水酸化ナトリウム水溶液

を用いて，その性質を調べる実

験の計画を話し合う。

○酸性，アルカリ性の水溶液， ○塩酸と水酸化ナトリウ ○酸性の水溶液や

酸性の水溶液とアルカリ性の水 ム水溶液の性質を調べる アルカリ性の水溶

溶液の性質を調べる。 実験の計画を立てること 液の性質を調べる実

○酸性の水溶液とアルカリ性の ができる。 験を安全に注意して

水溶液のどちらの水溶液にも共 行う。

通する性質について考える。

○酸性とアルカリ性の水溶液の ○実験の結果をもとに，

性質のちがいは，イオンとどの 酸性の水溶液やアルカリ

ような関係があるのか考える。 性の水溶液にはそれぞれ

○イオンの移動 どのような性質があるか

○BTB溶液を入れた緑色の寒天 を指摘できる。 ○塩酸または水酸化

の中央に，うすい塩酸または， ○実験の結果から，酸性 ナトリウム水溶液を

うすい水酸化ナトリウム水溶液 とアルカリ性の水溶液に 中央にしみこませた

をしみこませたろ紙をはさみ， 共通なイオンは，それぞ 寒天に電圧を加え

電圧を加えてBTB溶液の色の れ水素イオンと水酸化物 て，指示薬の変化を

変化を観察し，記録する。 イオンであることを指摘 調べて記録できる。

○陰極側や陽極側の色の変化か できる。

ら，陰極や陽極に移動したイオ ○酸とアルカリの水溶液

ンを考える。 が電離するようすを，電

○酸についての説明を聞き， 離式とモデルを使って説

塩化水素，硫酸が電離するよう 明できる。

すを電離式とイオンのモデルで

考える。

○アルカリについての説明を聞

き，水酸化ナトリウム，水酸化

カリウムが電離するようすを電

離式とイオンのモデルで考え

る。

○代表的な酸とアルカリについ ○水溶液にしたとき，電

ての説明を聞く。 離して水素イオンを生じ

○酸やアルカリをふくむ身のま ○酸やアルカリを る化合物を酸，水酸化物

わりの製品や食品を考える。 ふ くむ身のまわり イオンを生じる化合物を

○酸性やアルカリ性には強弱が の製品や食品につい アルカリということを理

あることに気づき，pHとフ て興味をもって考 解している。

ェノールフタレイン溶液，B え，発表している。 ○酸性とアルカリ性の強
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TB溶液，ムラサキキャベツ さを表すのにpHが用いら

液の色の変化と身近な食品 れることを説明できる。

や製品のpH値の説明を聞く。 ○身のまわりの食品や製

○酸とアルカリの水溶液を混 品のpHを説明できる。

ぜ合わせる

○酸の水溶液にアルカリの水溶

液を混ぜ合わせると水溶液の性

質やはたらきがどのように変化

するか話し合い，発表する。

○こまごめピペットの使い方に ○こまごめピペッ

ついての説明を聞く。 トを正しく使って，

○酸とアルカリの水溶液を混ぜ ○身のまわりの水溶 ○酸とアルカリを混ぜ合 少量の液体をとるこ

合わせる 液のpHを，興味をも わせると，たがいの性質 とができる。

○BTB溶液の色が緑色になった って調べている。 を打ち消し合う中和の反

ときの水溶液を蒸発させ，残っ 応が起こることを指摘で

たものを調べる。 きる。

○水素イオンと水酸化物イオン ○酸とアルカリの水溶液

はどうなったかを考え，中 を混ぜると，水素イオン

和についての説明を聞く。 と水酸化物イオンが結び

○塩酸に水酸化ナトリウム水溶 つき，水ができることを ○塩酸と水酸化ナトリウ

液を加えていくときのようすを ○酸とアルカリの水 イオンのモデルを使って ム水溶液の中和をイオン

イオンのモデルで表すとどうな 溶液を混ぜ合わせる 説明できる。 のモデルを使って説明で

るか考え，発表する。 と，どのような変化 きる。

○中和と中性についての説明を が起こるか，進んで ○中和と中性のちがいに

聞く。 調べている。 ついて説明できる。

○塩のでき方について説明を聞 ○酸の陰イオンとアルカ

く。 リの陽イオンとが結びつ

○硝酸と水酸化カリウム水溶 いてできた物質が塩であ

液や，硫酸と水酸化バリウム水 ることを説明できる。

溶液を混ぜ合わせたときのよう

すを観察する。

○水にとける塩と水にとけない ○塩には，水にとける塩

塩ができることについて説明を と水にとけない塩があ

聞く。 ることについて，例を

○環境問題の視点から，身近な ○日常生活と中和 あげて説明できる。

中和反応について考える。 との関連に興味をも

ち，環境保全の視点

から身のまわりの水

溶液や物質を考えて

いる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １年復習 モジュール モジュール

１０分×６回 ワークシー 植物の世界

植物の世界 ト 光の世界

光の世界 を活用 音の世界

音の世界 身のまわり

身のまわりの物質 の物質

身のまわりの現象 身のまわり

大地の変化 の現象

大地の変化

６ 生物の子孫の ○生物の成長を考え、細胞分裂 ○生物の細胞や生殖 ○染色体と遺伝子と形質 ○適切なプレパラー ○根の先端で細胞が盛んに 実験レポー

残し方 との関係を理解する について興味・関心 の関係について説明でき トをつくり、各段階 分裂しており、その細胞が ト

無性生殖 ○細胞分裂の各段階を観察する をもつ。 る。 の細胞のようすをス 伸長・肥大して成長するこ

多細胞生物と ○細胞分裂の過程を理解し、染 ○細胞と生物の成長 ○有性生殖では受精する ケッチできる。 とを説明できる。 定期考査

単細胞生物 色体と遺伝と併せて理解を深め との関係について興 ことによって新しい個体 ○花粉管の伸長を時 ○体細胞分裂の過程につい

有性生殖 る 味をもち、自分の意 ができることに気づく。 間を追って記録でき て、染色体の動向に着目し ワーク

○生物にとって生殖は重要なこ 見を述べることがで ○無性生殖と有性生殖の る。 て説明できる。

とと理解する きる。 ちがいについて整理でき ○観察した細胞がどの段階 授業の様子

○動物の有性生殖を、遺伝子と ○細胞分裂について る。 のものか確認できる。

ともに理解する 興味をもち、自分の ○親子でも兄弟でも特徴 ○多細胞生物と単細胞生物 テストレポ

○植物の有性生殖を、種子がで 意見を述べることが が違うことについて、遺 について、例をあげて説明 ート

きることを例として理解する できる。 伝子と形質の観点から説 できる。

○花粉管ののびていくようすを ○植物やペットなど 明できる。 ○生殖は、生物が生命を受
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観察する の身近な例をあげ、 ○無性生殖と有性生殖 けついでいくための重要な

○染色体と遺伝を、生殖と関連 生物のなかまのふや の特徴や利点について、 はたらきであることを理解

させて理解する。また、減数分 し方の共通点と相違 生活環境や地球上での繁 できる。

裂についても理解する 点に関心をもつ。 殖といった視点から考察 ○無性生殖による生物のふ

○有性生殖と無性生殖をまと ○植物は種子によっ で きる。 え方を理解し、無性生殖で

め、遺伝子と形質との関係も併 てなかまをふやし は親とまったく同じ形質を

せて理解する ていることに気づ もつ個体ができることを説

き、種子のでき方に 明できる。

ついて興味・関心を ○有性生殖では生殖細胞が

もつ 必要であることを説明でき

○生殖と染色体の関 る。

係について興味・関 ○有性生殖では両方の親か

心をもち、自分の意 ら遺伝子を受けつぐことを

見を発表できる。 説明できる。

６ ○有性生殖では、受精卵が

体細胞分裂をくり返すこと

によって、複雑な構造がつ

くられることを説明でき

る。

○植物の種子ができる過程

について説明できる。

○減数分裂では染色体が半

分ずつ生殖細胞に分配さ

れ、受精によって染色体数

がもとにもどることを

説明できる。

○有性生殖では受精の際に

両親から遺伝子をいろいろ

な組み合わせで受けつぐこ

と、またその結果、両親の

間にできる子は、両方の親

の形質を受けつぐことにな

ることが説明できる。

○親と全くちがう形質があ

らわれることについて、身

近な例を発表できる。

運動と力 ○いろいろな物体の運動のよう ○物体の運動のよう ○運動している物体の速 ○ビデオカメラや ○物体の運動の要素には速

速さが変わる すを考える すについて興味・関 さや向きの変化について ストロボ写真を用い さと向きがあることを説明

運動と力との ○運動する物体の速さ・向きに 心をもつ。 指摘できる。 た運動の観察・記録 できる。

関係 ついて考え、まとめる ○速さを表す方法に ○身のまわりの物体の運 方法について説明 ○速さの定義や平均の速さ

運動の向きと ○速さの定義を理解する について興味をも 動を運動のようすごとに で きる。 ・瞬間の速さについて説明

力 ○平均の速さ・瞬間の速さを理 つ。 分類できる。 ○記録タイマーを正 できる。

解し、計算する ○斜面を下る物体の ○ブレ－キをかけている しく操作することが ○計算によって物体の速さ

７ 速さが変わら ○記録タイマーを使った運動の 運動と力との関係に 運動では、運動の向きと できる。 を求めることができる。

ない運動と力 分析の方法を理解する ついて興味をもつ。 力の向きが逆になって ○記録タイマーを ○記録タイマーの打点間隔

との関係 ○速さの変化と斜面との関係を ○身のまわりの物体 いることを説明できる。 用いて台車の運動を と物体の運動の速さとの関

調べる の運動のようすを、 ○摩擦力がはたらかな 記録し、結果をグラ 係について説明できる。

等速直線運動 ○斜面を下るときの速さの変化 運動と力との関係や いときに、物体の速さが フなどにまとめる ○運動のようすが変化する

慣性の法則 と力の大きさの関係を理解する 慣性の法則を使って 変わらないことを指摘で こ とができる。 ときには、力がはたらいて

○摩擦力がはたらかないとき、 説明できる。 き ○重力を，斜面方向 いることを説明できる。

力の合成と分 物体の速さが変わらないことを ○身のまわりで見ら る。 と斜面に垂直な方向 ○運動の向きと同じ向きに

解 理解する れる合力や分力の例 ○自分が動き出してしま の2力に分解するこ 力がはたらくときの速さの

○等速直線運動を理解する について関心をもっ うことから、物体から逆 とができる。 変化について説明できる。

○慣性の法則を理解する て考えている。 に力を受けることを指摘 ○運動の向きと逆向きに力

○物体に力を加えると自分も動 できる。 がはたらくときの速さの変

き出してしまうことを理解す ○斜面を下る台車の速さ 化・摩擦力について説明で

○2力の合力，合力や力の合成 が規則的にはやくなって きる。

についての説明を聞く。 いること、斜面の角度が ○等速直線運動について説

○斜面上の物体にはたらく力， 大きいほど台車にはたら 明できる。

力の分解，分力についての説明 く力や台車の速さの変化 ○慣性の法則・慣性につい

を聞く。 が大きいことを、指摘で て説明できる。

きる。 ○物体に力を加えると必ず

向きが反対で大きさが等し

い力を受けることについ
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て、日常生活の事例をあげ

ながら説明できる。

○2力の合成や合力につい

て説明できる。

○力の分解，分力につい

て説明できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 遺伝

モジュール １０分×２回 モジュール 遺伝子

生物の成長と細胞 ワークシー

生物の増え方 ト

を活用

９ いろいろなエ ○エネルギーとはなにかを考え ○仕事とエネルギー ○小球がもっているエネ ○条件を定めながら ○他の物体を動かす能力を 実験レポー

ネルギー る に対して興味・関心 ルギーを大きくするため 小球の高さや質量を もつものは、エネルギーを ト

物体が持つエ ○高さとエネルギーの関係を調 をもつ。 の方法を指摘できる。 変え、木片が動く距 もっていることを説明でき

１ ネルギー べる ○電気エネルギーの ○ふりこが運動するとき 離を調べ、結果をま る。 パフォーマ

０ ○仕事 ○仕事とエネルギーの関係を理 使い方の例につい に力学的エネルギーがど とめることができる ○仕事について説明ができ ンステスト

○仕事率 解する。 て、自分の意見を積 うなるか、仕事との関係 ○熱や光もエネルギ る。

位置エネルギ ○位置エネルギーの大きさと、 極的に発表できる。 をふまえ、自分の考えを ーであることを実験 ○仕事と距離の関係が説明 定期考査

ーと運動エネ 高さと質量との関係を理解する ○化学変化とエネル 発表できる。 を通して確認でき できる。

ルギー ○運動エネルギーの大きさと、 ギーとの関係につい ○日常生活のなかで見ら る。 ○位置エネルギーの大きさ ワーク

力学的エネル 速さと質量との関係を理解する て興味・関心をも れるエネルギーの保存や ○実験を選択し化学 は物体の高さが高く質量が

ギー ○力学的エネルギーを理解し、 つ。 エネルギーの移り変わり 変化の前後の温度を 大きいほど大きくなること 授業の様子

電気エネルギ 併せて力学的エネルギーの保存 ○化学変化と熱エネ の例を具体的に指摘でき 正確に測定できる。 を説明できる。

ー を理解する ルギーとの関係につ る ○簡単な電池を作成 ○運動エネルギーの大きさ テストレポ

エネルギーの ○電気エネルギーについて理解 いて、自分の意見を ○日常生活と結びつけて、し電気をとり出すこ は、物体の運動の速さがは ート

保存 し、身近なもので電気エネルギ 積極的に発表でき 化学エネルギーやその利 とができる。 やく、質量が大きいほど大

化学変化とエ ーを利用しているものを考える る。 用について説明できる。 きくなることを、説明でき

ネルギー ○熱や光・音もエネルギーであ ○電池の構造や電池 ○電池の内部では化学変 る。

化学変化と熱 ることを理解する の内部で起こること 化が起こっていることを ○力学的エネルギーについ

エネルギー ○エネルギーの移り変わりとエ について興味・関心 指摘できる。 て説明できる。

化学変化と化 ネルギーの保存を理解する をもつ。 ○環境と結びつけて、エ ○位置エネルギーと運動エ

学エネルギー ○化学エネルギーと化学変化の ネルギーの利用や燃料電 ネルギーが移り変わるとき

化学変化と電 関係を知る 池について、自分の考え に力学的エネルギーが保存

気エネルギー ○吸熱・発熱反応をエネルギー をもつことができる。 されることを説明できる。

化学エネルギ と関連させて考える ○仕事率について説明でき

ーと電気エネ ○有機物の燃焼もエネルギーで る。

ルギー あることを理解する ○物体を動かすことができ

○化学エネルギーについて理解 ることから電気がエネルギ

する ーであることを説明でき

○電池から電気エネルギーが取 る。

り出せることを知る ○熱や光・音などがエネル

○いろいろな物質から電気が取 ギーであることを説明でき

り出せることを知る る。

○化学エネルギーが化学変化に ○エネルギーの単位ジュー

よって電気エネルギーや熱エネ ルを用いてエネルギーの大

ルギーに変化することを理解す 小を比較することができ

る る。

○電力と仕事率について考え ○さまざまなエネルギーの

る。 移り変わりについて説明で

きる。

○エネルギーの移り変わり

の前後で、エネルギーが保

存されていることについて

説明できる。

○日常生活のなかの現象を

エネルギーの移り変わりを

用いて説明できる。

○発熱・吸熱反応のときの

熱エネルギーの出入りにつ
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いて説明することができ

る。

○化学変化から熱エネルギ

ーをとり出している日常生

活の事例をあげることがで

きる。

○有機物の燃焼がエネルギ

ー資源として広く利用され

ていることを説明できる。

○有機物の燃焼では二酸

化炭素と水ができること

を、具体的な実験を通して

説明できる。

○化学エネルギーについて

説明できる。

○電池から直接電気エネル

ギーをとり出すことができ

ることを説明できる。

○化学エネルギーの変換に

ついて説明できる。

１ 地球の運動と ○自転と公転の違いを理解し、 ○天体や星座など、 ○天球の考え方を説明で ○星座早見盤のしく ○代表的な星座を指摘でき

１ 天体の動き 日常生活に関連する自転による 宇宙について興味・ きる。 みを理解し、正しく る。

自転・公転 現象を知る 関心をもち、意欲的 ○日常生活と関連づけて、組み立てることがで ○恒星には明るさ・色・地

１ 日周運動 ○透明半球を使って、太陽や星 に観 察しようとす 地球の自転によって生じ きる。 球からの距離にちがいがあ

２ 太陽の日周運 の１日の動きを知る る。 る現象について指摘でき ○星の位置の観察方 ることを指摘することがで

動 ○天体の日周運動を理解する ○地球の自転や公転 る。 法を理解し、正しく きる。

星座の１年間 ○視点を地球の外において、自 ・地軸の傾きに興味 ○地球の自転による星や 記録できる。 ○自転と公転のちがいを図

の動き 転と日周運動の関係を理解する ・関心をもつ。 太陽の１日の動きを予想 ○見つけることがで などに示しながら説明でき

季節の変化 ○地球の公転モデルを理解する ○星の１日の動き できる。 きた星座や恒星な る。

季節ごとの太 ○コンピュータを使って、星座 を、透明半球などを ○透明半球を使って星の ど、観察した結果を ○天体の日周運動につい

陽の光の当た の１年間の動きを理解する 使って意欲的に調べ １日の動きを考察できる。発表できる。 て、星や太陽の動きと天球

り方 ○太陽の光のあたり方と、季節 ようとする。 ○透明半球に記録された ○太陽の１日の動き 概念を用いて説明できる。

太陽系の天体 の関係を理解する ○地球の自転によっ 太陽の１日の動きから、 を透明半球を使って ○太陽と地球の位置関係や

太陽 ○地軸の傾きと季節の変化の関 て天体が時間ととも 日の出、日没などを推定 記録できる。 地球の自転をもとに、地球

惑星 係を理解する に動いていく現象に できる。 ○太陽の１日の動き 上の任意の場所での日の出

恒星 ○太陽についてデータを見なが 関心をもち、意欲的 ○天球全体での天体の動 の特徴を星の１日の ・南中・日没の時刻がちが

太陽系のなか ら考える に調べようとする。 きを透明半球を使って考 動きと比較できる。 うことを図を使って説明で

ま ○太陽の特徴を理解する ○地球の公転運動に えることができる。 ○地球の公転モデル きる。

宇宙の広がり ○惑星と恒星との違いを理解す 関心をもち、積極的 ○地球の外に視点を移動 を正しく作成でき ○モデルを使って、四季の

る に話し合おうとす させ、太陽と地球の位置 る。 星座の移り変わりと地球の

○金星と月の満ち欠けを知り、 る。 関係を考えながら、地球 ○天体望遠鏡を用い 公転運動との関連について

満ち欠けが起こる原因を理解す ○コンピューターを 上の任意の場所での太陽 て、太陽の観測を行 説明できる。

る 使って星座の一年間 の位置を考察できる。 うことができる。 ○太陽の光の当たり方によ

○恒星と惑星の見え方の違いを の動きを意欲的に調 ○モデルを使って、視点 ○太陽の黒点のよう って、もののあたたまり方

理解する べようとする。 を地球の外に置き、地球 すを記録することが が異なることを説明でき

○太陽系の惑星についてその特 ○季節が生じる理由 の公転によって生じてい できる。 る。

徴等を調べる について疑問をも る年間の星座の見かけの ○金星や月の位置や ○北半球・南半球の季節の

○太陽系を越えた宇宙の広がり ち、身のまわりの現 動きについて考察できる 満ち欠けを記録でき ちがいについて地軸の傾き

を考える 象と関連づけて、意 ○季節ごとの太陽高度の る。 と公転運動を使って説明で

欲的に調べようとす ちがいや昼夜の長さのち きる。

る がいについて、地軸の傾 ○太陽の特徴を説明でき

○天体望遠鏡による きと関連づけて考察でき る。

太陽の観察に関心を る ○惑星は太陽の光を反射し

もち、意欲的にとり ○地軸の傾きを南中高度 て光っていることや、内惑

組むことができる。 から求めることができる。 星・外惑星のちがいを説明

○惑星の動きに関心 ○冬至と夏至の日の北半 できる。

をもち、意欲的に調 球での太陽高度のちがい ○地球からの内惑星の見え

べようとする。 を図を使って説明できる。 方について図に位置関係を

○太陽系の惑星に関 ○太陽の黒点の移動や形 示しながら説明できる。

心をもち、図書や資 の変化を指摘することが ○惑星やその他の小天体も

料・インターネット できる。 含めて太陽系の構造につい

などを使って意欲的 ○太陽からのエネルギー て説明できる。

に調べようとする。 と地球上の環境や生物へ ○恒星の特徴について、惑
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○宇宙の広がりに関 の影響などを考えること 星とのちがいをふまえて指

心をもち、自ら意欲 ができる。 摘できる。

的に調べようとす ○金星の見え方について、 ○太陽系をこえた宇宙の広

る。 地球や金星の公転運動と がりを理解し、宇宙にはさ

関連づけて考えることが まざまな天体が存在するこ

できる。 とを指摘できる。

○月の見え方について、 ○月の満ち欠けと金星の

地球と月の運動と関連づ 満ち欠けを説明できる。

けて考えることができる。

○恒星と惑星の見え方の

ちがいを、その特徴にも

とづいて考察できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール ２年復習 モジュール モジュール

１０分×６回 ワークシー 動物の行動

動物の行動と体の働き ト と体の働き

動物の仲間 を活用 動物の仲間

電流の流れ 電流の流れ

電流の働き 電流の働き

物質の変化 物質の変化

天気の変化 天気の変化

１０分×４回 運動の速さ

運動の速さと向き と向き

力と運動 力と運動

仕事とエネルギー 仕事とエネ

酸化と還元 ルギー

酸化と還元

１ 科学技術と人 ○科学技術と生活について考え ○科学技術によって ○電気エネルギーはエネ ○手回し発電機を使 ○リサイクルは物質資源の 授業プリン

間 る わたしたちの生活が ルギー資源からどのよう って電気を作ること 有効利用であり、エネルギ ト

○金属の利用とリサイクルにつ どのように便利にな にしてつくり出されてい ができるか ー資源の有効利用にもつな

２ エネルギー資 いて考える ったかについて関心 るか、例をあげて説明で がることを、例をあげて説 定期考査

源の利用 ○日常生活とエネルギーの関係 をもつ。 きる。 明できる。

を知る ○物質の循環型社会 ○水力・火力・原子力発 ○わたしたちはいろいろな ワーク

○火力・水力・原子力発電のし をつくるためになに 電に共通するしくみを見 エネルギー資源を活用し

くみを理解する ができるか、自分の いだすことができる。 て、エネルギーの変換を行 授業の様子

３ ○エネルギー資源の枯渇と新し 意見を発表できる ○エネルギー資源の枯渇 い生活していることを例を

いエネルギーについて 考える ○日常生活とエネル について、科学技術の発 あげて説明できる。 テストレポ

○太陽・風力・地熱・波力など ギーとの関連につい 展や人口の増加とからめ ○日本で発電に利用されて ート

のエネルギー資源につ いて考 て調べようとする。 て説明することができ、 いるおもなエネルギー資源

える ○水力・火力・原子 新しいエネルギーの必要 の特徴や、それぞれの発電

○放射線の性質について知る 力発電のしくみや、 性に気づくことができる。 にともなう環境上の問題点

それぞれの発電の長 を説明できる。

所や短所について、 ○エネルギーを効率的に利

関心をもって調べよ 用するシステムについて、

うとする。 例をあげて説明することが

○エネルギー資源問 できる。

題やエネルギーの大 ○太陽光・風力・地熱・波

量消費について関心 力発電・燃料電池など代表

をもつ。 的な新しいエネルギー資源

○新しいエネルギー について説明できる

資源に興味をもち、 ○日常生活のなかででき

自ら率先して調べよ る、自分なりのエネルギー

うとする。 問題への対応を発表でき

○自分で調べた新し る。

いエネルギー資源や ○放射線の性質や利用方

発電の方法につい 法について説明できる。

て、率先して発表で

きる。

自然の中の生 ○植物と動物、動物と動物の食 ○つり合いのとれた ○食べるものに対して、 ○食物連鎖の関係を ○植物と動物、動物と動物
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物 べる・食べられるの関係を考え 環境の中での生物の 食べられるものの方が数 図で示すことができ の食べる・食べられるの関

生物どうしの る 生活について興味・ 量が多い理由を説明でき る。 係について説明できる。

つながり ○食物連鎖を理解し、消費者・ 関心をもつ。 る。 ○有機物であるデン ○生産者・消費者とそれら

食物連鎖 生産者との関係も併せて理解す ○生物どうしがそれ ○自然界における生物ど プンが分解者により のつながり（食物連鎖）に

土の中の生物 る ぞれの環境ごとに、 うしのつながりと物質の 分解されたことを理 ついて説明できる。

物質の自然界 ○土の中の生物の生活を考え、 食べる・食べられる 循環について、表や図を 解できる。 ○土中には消費者としての

での循環 分解者について理解する という関係にあるこ もちいて説明できる。 小動物のほかに菌類や細菌

○生物どうしのつながりを、有 とに興味をもつ。 ○自然界では人間も消費 類などの分解者が存在し、

機物の循環を考えながら理解す ○身のまわりにいろ 者として物質循環にかか 有機物の分解を行っている

る いろな生物が生存し わっていることや、物質 ことを説明できる。

○自然界の生物のつり合いを考 ていることに気づ 循環の重要性について説 ○菌類や細菌類は有機物を

える き、食べる・食べら 明できる。 無機物に分解し、自らはそ

れるという関係があ のときに得られたエネルギ

ることに興味をも ーで生活していることを説

つ。 明できる。

○土中で起こってい ○物質は、いろいろな形で

る現象と、有機物が 生物間を循環していること

分解されていく過程 を説明できる。

について、興味・関 ○物質循環の視点から、生

心をもつ。 産者・消費者・分解者のは

たらきが説明できる。

○生物の数は変動しながら

もつり合いが保たれている

ことを理論的に説明でき

る。

自然と環境保 ○人間が今まで自然環境にどの ○人間が快適な生活 ○人間生活による環境の ○身近な自然環境に ○つり合いのとれた環境の

全 ような影響を与えたか を考 を求める行動が自然 変動が、自然界のつり合 興味・関心をもち、 条件をあげることができ

人間が自然に え、自然環境とはなにかを理解 環境に思わぬ影響を いにどのような影響を与 調査計画を立てるこ る。

与えた影響 する 与えていることに、 えているか、説明できる。 とができる。

○身近な自然環境を調べ、自分 興味関心をもつ。 ○自然破壊について新聞 ○大気の汚れや水の

身近な自然環 の住んでいるところに ある問 ○自然環境保全につ 資料や図書館・インター 汚れについて、科学

境の調査 題を知る いて興味・関心を持 ネットなどで調べ、自然 的に調査できる。

○環境問題と自然環境の保全を ち、身近な環境にお と人間の関係について総 ○環境問題や保全活

自然環境の保 考える いて実践しようとす 合的に考察できる。 動について、科学的

全 ○日本の気候と人間の生活の関 る。 ○食物連鎖や物質循環の に分析し発表でき

係を知る 観点から、調査結果を分 る。

自然と人間生 ○火山や地震による災害につい 析できる。

活 て知る ○人間の生活が自然界の

身近な自然 ○図書館など地域の施設設備を つり合いの中のどの部分

自然の中の人 利用して、身近にある 自然の に影響を与えているのか

間 恵みや自然災害について知る 考えることができる。

地球の豊かな ○調べた自然の恵みや自然災害 ○自然と人間とのかかわ

自然 についてまとめる りについて、地球規模の

○地球の豊かな環境が長い時間 問題として考察できる。

かけてつくられた微妙 なバラ ○自然界のつり合いを

ンスの上に成り立っていること 保つためには、物質を循

を知り、人間 も自然の一部で 環させることが重要であ

あることを認識する ることに気づく。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール

モジュール １０分×６回

化学変化とエネルギー ◎朝学習 ◎朝学習

エネルギー資源 モジュール モジュール

地球の運動 ワークシー 化学変化と

星座と四季の変化 ト エネルギー

太陽系 を活用 エネルギー

生物のつながり 資源

地球の運動

星座と四季

の変化

太陽系

生物のつな

がり
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